
 

 

［成果情報名］イネ WCS 中βカロテンを利用した黒毛和種の採卵成績向上技術 

［要約］βカロテンを多く含むイネ WCS の黒毛和種繁殖雌牛への給与により、分娩前後の 

血中βカロテン濃度が上昇し、分娩時のビタミン A 濃度低下は抑えられる。また、有意差

がないものの採卵数が増加し、正常卵数も多い傾向がある。 
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［背景・ねらい］ 

黒毛和種繁殖農家の生産性向上を図るため、岡山県では分娩間隔 12.5 ヶ月の達成を目標

としている。また、県の水田農業ではイネホールクロップサイレージ（WCS）の生産が拡大

されており供給量の増加が見込まれるが、県内の黒毛和種繁殖農家のうち約 4 割が給与飼

料の大部分を輸入乾草および自給稲わらに依存している。それらの農家では濃厚飼料にβ

カロテンの給与を依存しており、βカロテン不足による繁殖障害が懸念されている。そこ

で、県内で安定供給されているイネ WCS 給与による採卵成績の向上効果について検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．イネ WCS5kg/日（βカロテン約 200mg）と 10kg/日（βカロテン約 400mg）を供試牛 4

頭に 6 週間給与し、図 1 のとおり血中βカロテン濃度の推移を調査した結果、血中移行

量に差はみられない（供試飼料；同一圃場のイネ WCS を使用する。ビタミン A 

550μg/100g、β カロテン 4000μg/100g）。 

２．イネ WCS を主体とした試験区（イネ WCS7kg、ウィートストロー、脱脂大豆他、乾物量

（DM）充足率 100～110% βカロテン約 200mg/日、5 頭）とウィートストローを主体と

した対照区（ウィート、脱脂大豆、ふすまなど DM 充足率 100～110% βカロテン約 15mg/

日、5 頭）間で、分娩前後の血中のβカロテンおよびビタミン A 濃度の推移を調査した。

結果、βカロテンは、分娩前 3 週から分娩後 9 週まで、試験区と対照区に有意な差がみ

られる（T 検定 P<0.01）。ビタミン A は、分娩時、試験区（78μg/dl→70μg/dl）より、

対照区（72.7μg/dl→56μg/dl）が大きく低下し、両区間に有意差が認められる（P<0.03）

（図 2）。 両区とも肝機能の指標である血中 T-cho、GOT は、試験期間中正常範囲をし

めす。 

３．イネ WCS を主体とした試験区（平均月齢 88.9 ヶ月齢、実 9 頭、延べ 10 頭）とウィー

トストローを主体とした対照区（平均月齢 104.2 ヶ月齢実 23 頭、延べ 40 頭）間で採卵

成績を比較すると、有意な差は無いものの、試験区は、対照区と比較して採卵 1 回当り

の総採卵数が 7.8 個多く、正常採卵数が 2.2 個多い（図 3）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．βカロテンを多く含むイネ WCS を黒毛和種繁殖雌牛へ給与すると、分娩前後の血中 

βカロテン濃度が上昇し、分娩時のビタミン A 濃度低下を防ぐ。また、有意差はないも 

のの採卵数や正常卵数も多い傾向となる。 

２．収穫時期や栽培管理でβカロテン含量が変化するため、利用に際してはβカロテン含

量を把握する必要がある。 

３．イネ WCS は嗜好性が良く、可消化養分総量（TDN）が高く、粗蛋白質（CP）は比較的低

いので、飼料設計に留意する必要がある。 




